
第 3 回インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティション審査員・教員アンケート集計 
（「第 3 回インターカレッジ・ネゴシエーション・コンペティション学生アンケート」より抜粋） 

 
作成年月日： 2005 年 2 月 25 日 

  作成者： 交渉教育支援センター 

 

アンケート実施年月日：2004 年 11 月 20 日～21 日 

 

回答枚数 31 枚 

 

回答対象者の内訳： *複数回答含む。 

大学教員 15 名 

弁護士 7 名 

裁判官 2 名 

企業人 7 名（企業法務を含む） 

回答なし 1 名 

 

 

Q１：本コンペティションの評価はいかがですか？ 

 1

とてもよかった 

14 名 

よかった 

16 名 

どちらかというとよい 

1 名 
 

1．とてもよかった(A+)            14 名 

・Congratulations ! 

2．よかった (優 A)                16 名 

3．どちらかというとよい (良 B)       1 名 

4．可(C)                        該当者なし 

5．参加しない方がよかった(不可 F) 該当者なし 

 

 

 

Q２： 本コンペティションは、日本における交渉教育を促進するのに役立つとお考えですか。 

 

1．はい          31 名 

2．いいえ        該当なし 

3．判断できない  該当なし 

 はい 

31 名 

 

 

 

 

Q３： 本コンペティションが学生の交渉教育に対するインセンティブを高めるのに役立っているとお考えですか。 

 

1．はい          31 名 

・法学の勉強自体にとっても役立っている。 

2．いいえ       該当なし 

3．判断できない 該当なし はい 

31 名 

 

 



Q４： あなたは本コンペティションの組織運営等に、将来的に関わるお気持ちはありますか？  

 

回答者  25 名 *複数回答含む。 

 

1．問題の作成や，そのためのアイデア提供をしたい．  12 名 

2．運営の手伝いをしてもよい．                      9 名 

3．資金面で将来的に支援したい．                   2 名  

・White + Case, （社）日本商事仲裁協会 理事 兼 弁護士 

4．その他                                       7 名 

・あまりお役には立てないと思いますが、何かありましたらおっしゃって下さい。 

・既に住友Ｇとして関わっている。 

 

 

 
その他

7名 

 
問題の作成やそのための 

アイデアを提供したい 

12 名 

運営の手伝いをしてもよい

9名

資金面で将来的に支援したい

2名 
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